
このたびは､ミヤタの水系消火器をお買い上げいただき、まことにありがとうございます｡
当社はお客様の視点を軸に｢安全･安心･快適｣を見据えた商品をお届けしてまいります｡
お客様に安心してお使いいただくために取り扱い方法を説明しています｡
万一の不測の事態にもあわてず､安全に､確実にご使用いただくために､この説明書を
よくお読みのうえ､正しくお使いください｡
お読みになったあとは､大切に保管し､必要なときにお読みください｡
特に｢安全上のご注意｣はご使用前に必ずお読みください｡

水系消火器取扱説明書

蓄圧式・水(浸潤剤等入り)消火器        【ＳＷ・クリーンミスト】
蓄圧式・強化液(中性)消火器　　         【ＳＫＶ・セーフミスト】
蓄圧式・強化液(中性)消火器　　         【ＳＫＮＴ】(3.5Ｌは｢自動車用｣)
蓄圧式・強 化 液 消 火 器                【ＳＫＷ】
蓄圧式・機 械 泡 消 火 器                【ＳＦＡＴ】(アルコール火災対応)

■消火器には適応火災が表示されています｡
　適応火災はその火災の種類に適していることを意味し､実火災における消火規模を限定
  するものではありません｡
■消火器は初期消火の器具です｡消火範囲に限りがあります｡
　消火できなかったことによる人的､物的損害などについての補償､賠償はご容赦願います。

消火器は圧力容器です｡
ガスの圧力により消火薬剤を放射します｡
叩いたり､落としたり､強い衝撃などを与えないでください｡
誤った使いかたをすると､破裂等により重大な人身事故が発生することがあります｡
正しく安全にご使用ください｡

錆･傷･変形･キャップのゆるみのあるものは絶対に使用し
ないでください。
消火器を作動したとき、錆や傷等により弱くなった部分が圧力により破裂し、
人身事故発生の恐れがあります。製造年より8年以内の消火器でも絶対に
使用しないでください｡　また、訓練用としても使用しないでください｡

容器内の圧力が高くなり､破裂することがあります｡

消火器を直接､火の中に投げ込んだり､熱湯や熱風をかけて
加熱しないでください。

｢機械泡消火器｣は､電気火災に使用しないでください。
通電中の電気機器等に放射すると､感電することがあります。

｢クリーンミスト｣は､油火災に使用しないでください。
油を飛散させ､火災を拡大させることがあります。

人に向けて絶対に放射しないでください。
消火薬剤により呼吸困難や失明等の危害が発生することがあります。
万一､消火薬剤が目に入ったり皮膚に付いたときは､すみやかに医師の診察を
受けてください。

定期的に点検をおこなってください。
定期的に法律で定められた点検をおこなってください。
点検義務のないご家庭でも５年を目安に必ず点検を実施してください。
消火器の点検をしなかったことにより､火災の時､消火器が使用できないことが
あります。

電気器具の近くでは、床や壁に飛び散った消火薬剤には
触れないでください。
電気火災適応の強化液消火器・水(浸潤剤等入り)消火器・強化液(中性)消火器
であっても消火薬剤に通電性がありますので床や壁に飛び散った消火薬剤
に触れると感電することがあります。

消火に当たっては､火元に近づきすぎないように
しましょう。
ガソリン等の油火災では､放射の勢いで油が飛散し､火傷をすることがあります。
炎より3ｍ程度はなれたところから消火を始めてください。

消火器に表示されている使用温度範囲内の環境に設置してください。
40度をこえる高温の場所では容器内の圧力が高くなり、破裂することがあります。
また使用温度範囲以下となる場所では満足な性能が得られないことがあります。

水をかけたり､湿気の多い所に置かないでください。
湿度の高い所に置いたり､水･油･調味料(塩･醤油･味噌など)が付くことによる
腐蝕などの劣化により破裂することがあります。
水などがかからない､湿気の少ない､風通しのよいところに設置してください。

分解･修理･改造は絶対にしないでください。
消火器は圧力容器です。
分解･修理･改造により破裂することがあります。

幼児の手が届かないところに設置してください。
幼児のいたずらなどにより消火薬剤を放射されますと大けがをすることがあります。
幼児の手にふれないところに設置してください。

銘板に表示されている｢適応火災｣を確認してください。
消火器には火災の種類に対して適･不適があります。
火災の大きさ､消火の時期､適応火災の違いなどにより消火できないことがあります。
｢適応火災｣の項目をよくお読みいただき、適正な消火器をご使用ください。

使用方法を普段より確認しておいてください。
消火器は人が操作して初期消火をおこなう器具です。
普段より操作方法等は良く確認しておいてください。
無理な消火作業を続けることはやめましょう。

消火器を転倒･落下しないようにしてください。
上から重量物が落ちて損傷しないところに設置してください。
地震や振動で消火器が転倒・落下しないところに設置してください。

消火器のためし放射は絶対にしないでください。
｢イザ火災｣というときに使用できません。
少しでも放射した消火器は使用しないでください。

消火器は立てて使用してください。
消火器を傾けて使用すると消火薬剤が十分に放出されません。
30度以上傾けて使用しないでください。

つめかえ薬剤､交換部品(弁棒､指示圧力計､パッキン等)は
必ず弊社指定の部品をご使用ください。
指定部品以外のものを使用したことにより、消火器が正常に機能しないこと
があります。製造年より8年の耐用年数を過ぎたものは使用しないで

ください。
耐用年数を過ぎた消火器は、経年劣化などにより破裂事故につながることが
あります。
耐用年数以内でも､設置条件により不具合が生じる場合があります。
不用となった消火器はそのまま放置しないでください。
不用となった消火器を廃棄する場合は、お求めの販売店または弊社お客様相
談室にお問い合わせください。

消火器をみだりに捨てたり､放置しないでください。
放置された消火器を誤って使用されると破裂することがあります。
不用となった消火器を廃棄する場合は、お求めの販売店または弊社お客様相
談室にお問い合わせください。

この取扱説明書に書かれた保管･点検管理･使用状態において、品質上の不具合
があった場合は、当該消火器の無料修理または無料にて新しい製品とお取替え
いたします。
[但し､耐用年数(製造から8年)を過ぎた消火器の無償交換はご容赦願います｡]
ご質問やご不明なことがありましたら、お求めの販売店または弊社お客様相
談室へお問い合わせください。
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